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遠 隔教育 シス テ ム を用 い た複数大 学院授 業 の 選 択履 修 の 課 題

一受講者が各大学院の 授業の 中か ら選択受講 一
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〈概 i鉛 遠隔教育振興会 （木 N 宏会長） で は、 こ れ ま で CS とテ レ ビ会議 シ ス テ ム を用 い た 遠

隔授業に っ い て 実践研究を進め て きた。2〔〕Ol 年度の 講座 か ら、新たに複数の 大学院の 授業の 中

か ら学習者（受講者）が選択 して 受講で きる新 しい 受 講体制を整 え試行 を行 っ て い る ，
こ の 新 しい

学習者中心 の シ ス テ ム に っ い て、受講生に講座 の 受講．方法等に つ い て 2 度 にわた る各種ア ン ケ

ー トを行 っ た。こ れ らア ン ケー トの 結 果認 め られ る特 徴的 な傾向お よび課題 に つ い て 報告する。
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1．は じめ に

　情報化社会に 対応 し、大学 の 授 業 は、平成 10

年 3 月，平成 13年 3月の 官報 にあるよ うに、

通信 ネ ッ トワー
ク を用 い た授業方 法が 可能 に

な っ た。こ れ に基づ い て、双 方向通信，イ ン タ

ーネ ッ ト，通信ネ ッ トワーク の 授業 へ の 適用を、

各大学が中心 とな っ て展 開 して い るが 、それ ら

は い ずれ も そ れ ぞ れ の 大 学を ［
−
1i心 とす る方 向

性を示 して お り、 学習者 中心 の 視 点で 展聞され

るまで に は 至 っ て い な い 。今後 、教育の 情報化

が 、高等教育を人 々 に広 く開放す る中で 、大学

中心の 教育 シ ス テ ム か ら、学習者 （受講者）中

心 の 学習 シ ス テ ム へ と変革する 必 要が あ る、，

　そ こ で、現在、学習者側 か ら、複数 の 大学院

の 授 業を選択受講す る と き の 問題 点 を調 べ る

為、大学院専修免許法認定公 開講座 を使 い 、選

択受講す る と き の 課 匙 に つ い て の 意識 調査を

進 め て い る。今回 は そ の 結果に つ い て の 中問報

告 を行 う。

2． 開講の 方 法

　開講 の 方法は 、学習者が 複数 の 大学院 に よ っ

て 開講 され る授業の 中か ら、選 択 して 受講で き

る 方式 を採 用 し た。

　今回授業 を提供す る人学院 は、新潟大学 ， 岐

阜大学，岐 阜女子大学 の 3 大学院で あ る 。 また

授業科 目は 、教育実践 学特 論，教育 匸学特論 ，

学佼カ ウ ン セ リ ン グ特 論 ，教材 開発 特 論 ，学校

経営学特 論，英語学特論，英米 文学特講で あ り、

こ れ らを開講 し、そ の 中か ら受 講者が 各大 学院

の 枠を こ え て 授業を選 択受講 で き る よ うに し

た 。

　受講会場は 、沖縄，高知 ，岐 阜の 3 地域を設

定 した 。

　授業は 、CS 等 を使 い た 。nO 　tomany の 方法

と、それ にテ レ ビ会議 シ ス テ ム を併用 し、双 方

1it・」同時性 を付プ）凵した。 （こ れ らにつ い ては、前

回 1：】本 教育情報 学会第 16 回 年 会で 報告 し

た 。 ）

　受講の 受付 （中込み）は 、岐阜女子 大学文化情

報研 究 セ ン タ
ー

で
．一

括 し て 行い 、受講者と各 大

学院闇の 調整 を彳
．
」っ た 、また 、双 方向 の テ レ ビ

会議 シ ス テ ム は 、会場が多 くな っ ため、NTT

の テ レ ビ会議シ ．ス テ ム 網 （Phenix 網）を利用

し
、 多地 点接続で 行 っ た 。 受講 生に よ る今回 の

シ ス テ ム に関す る評価 は 、そ れ ぞれ の 受講 大学
vf’

彳了”） プこ u

3．調 査お よびそ の結果

　調査 は 、各講座 の 受講者を対象 として 実施 し

て い るた め 、まだ継続 中で あ り、中間報告で あ

る。こ の た め 、こ れ まで の 調査 の 結果 を今回 の

調査 と併せ 、特 に注 目す べ き事 項 に つ い て 報告

す る。 （前「司の 調 査結果 に つ い て は 、 電 子情報
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通 信学会，信学技 報 ET200 ⊥
−19 に報告 し た。）

  　受講方法

　受講方法に っ い て の 調査 で は、  1 つ の 大学

で すべ て の 講座 を受講す る。  複数大学の 授業

を選択受講す る。  そ の 他 。 （どち らで も良い ）

の 選択肢 の 中か ら、今回 （主 と して 沖縄）お よび

前回 （主 とし て 岐阜）の 調 査結果 は、  複数大 学

院で 開講 され た 申か ら選 択す る が、前回 84％ ，

今回 97％で圧 倒的に多 く、各地域 とも 、 特定

の 大学院 の 講座で な く、広 く複数大学院 の 講座

の 中か ら選 択受講 す る こ とを望 ん で い る こ と

がわか る、

  　受 講場所

　受講場所 つ い ては 、（D大 学 で ¢ ）開講。  通学

可能な学校、施設 な ど で 開講。  自宅の 選 択肢

の 中か ら、  通 える程 度 の 学校，施 設とす る者

が 前回 73％，今回 79％ と鹸 も多い。自宅が 、

前回 5％，今回 8％ と少 な く特徴的 で あ る がイ

ン タ
ーネ ッ トに よる 自宅 受講が始まれば、こ れ

が ど の よ うに 変化す る か 注 目され る 。

  　複数大学院受講 の 運 営の 問題点

複数大学 の 授業 を受講す る とき、今回 の 試行

で の 問題 点は 、 各 大学院の 講座案内，受講 申込

み で混 乱があ り、運営上 で 、各大学 の 協力 を得

て解決 しなけれ ば な らな い 点 が多い 。 特に 、関

連 の あ る調査 項 目と し て は 、開講案内の 提供 に

つ い て 、複数 の 大学院で 開 講 され る授業全 体の

開講 案内の 提 供を求 め る 者が 83％で あ っ たこ

とが挙げ られ る。

　また 、 受講 申込みの 方法 に つ い て は、91％の

者 が 1機関で 申請で きる こ とを望ん で い る、

4 ．通信ネ ッ トワ ークを用い た受講方法

　イ ン タ ーネ ッ トを利 用 した受 講に つ い て の

質 問 で は、
一

部の 講座 は、イ ン ターネ ッ トで受

講す る とい う回答が 78％ で 、イ ン タ
ー

ネ ッ ト

で は受講 しな い とい う回答が 20％で あ る 。

　 また、会場 （教 室授 業 ）とイ ン タ
…

ネ ッ ト〔授

業 ）の 併用 開講に つ い て の 質間に 対 して は、併

用 した開講 をす べ きで あ る と の 回答が 24％、

講座 の 内容 に よ っ て 併用、50％、併用 しな い が

22％で ある，、

　イ ン タ
ー

ネ ッ i’を用 い た授業が 本格 的に始

ま っ て い な い 状況 か ら、こ の調査 の 回答は経験

に基づ い た もの で な い た め 、他 の 調査項 目とは

そ の 点で性質が異 な り、単純に は議論で きない

が 、イ ン タ
ーネ ッ トで の 受講を しない と答えた

者が 2 割ほ どあるた め、今後 こ の 点 を考慮 し た

遠隔教育の 構成 を考え る必 要が あ る。

　今後、通 信ネ ッ トワー
ク等を用 い た遠隔教育

を構成す る と き の 受 講方 法 も学習者 の 希 望で

選択 で き る教育シ ス テ ム にす る必要が ある。

5，おわ りに

　通信ネ ッ トワー
ク等 を用 い た遠 隔教育 シ ス

テ ム が 、多く の 大学 ・大 学院 で 始ま ろ うと し て

い る。これ らの あ り方を検討す る ときの 基礎資

料 として、CS や テ レ ビ会議 シ ス テ ム （双方向）

を用 い た授 業 の 受講者 を対 象に調査 を行 っ て

い る。

　今囘 ま で の 調査結果 か ら 、
e
−Universlty な

ど の 遠隔教育 シ ス テ ム を構成す るに あた っ て

次 の よ うな問題 点 を検討す べ きだと考え る。

  学習者側 が大学院に 関係 な く授業科 R を選

ぶ

　 こ れ ま で は大学 ・大 学院 の 学校施設が 中心 に

な り、そ こ で の 教育シ ス テ ム であ っ たが 、情報

通 信 ネ ッ トワ ーク の 利用 に よる教 育シ ス テ ム

で は、学習者 の 生 活場所が中心 とな り、どの よ

うな 教育シ ス テ ム を構成す る か が課題 に な る。

こ の こ とは、どこ の 大 学 ・大学院 に 關係 なく、

受 講方法 に違 い がな くな り、学習者側 が授 業等

の 選択 を主体的に で き る こ とにな る。こ れ らに

対応 し た 、遠隔 教育 シ ス テ ム 、 e
−University

等 の 構成の 検討が 必 要 で あ る 。

  開講案内、受講 申請等の 支援機 関の 設置

　複数 の 大学 ・大学院が 開講す る授業 の 中か ら

選 択受講 で きる教 育シ ス テ ム の 構 成を
一

元 的

に支援す る機 関 の 設 概が必 要で ある。とくに、

受 講 申込 み お よび 受講科 日等 の 調 整 、 選 択支援

は 、 1 大 学で は で きな く、そ の 遠隔教育 の 支援

機 関が 、各大学 ・大学院 の 依頼を受け 、事務的

な受付作業も行 う必 要が あ る。
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